
 

⻑期留学体験談 (英語圏) 

 

2022 年度 サンフランシスコ大学（アメリカ）  

S.K.(教育学科 2022(R 4)年度留学)  

アメリカの中でも特に多様であるサンフランシスコの環境は、自身の意見を他者に伝える喜びと同

時に、他者の意見を聞く喜びも感じさせてくれました。サンフランシスコ大学の学生、先生は、お互

いのことを一人一人違う魅力を持った対等で大切な存在だと尊重していたため、国籍や年齢が違って

も、多くの人と関わり合い、コミュニケーションをとる楽しさを感じました。コロナ禍でオンライン

授業が続いた日々が続いたからこそ、この経験はさらに自分とは異なる人々と関わってみたいという

自身の目標を改めて自覚させてくれました。 

 また留学前までは、私はアメリカというと自由で多様な社会、というイメージが強くありました。

しかし留学して大学での授業を受けることや、実際にアメリカで過ごすことにより、アメリカの良さ

に加えてアメリカ社会の不平等、格差、医療や福祉の不足を身をもって経験しました。私が抱いてい

たイメージはアメリカという国の氷山の一角に過ぎないこと、社会には解決すべき多くの問題がある

ということを学ぶことができました。留学をすることで今まで自分が考えたこともなかったようなこ

と、気がつかなかった視点から物事を見ることを学ぶことができ、アメリカの社会や現状、歴史や直

面する問題に触れることで日本を見つめ直すきっかけとなりました。今まであたりまえだと思って受

け入れていた日本の教育、制度、社会を改めて批判的に考えることが以前よりもできるようになった

と思います。 

 今後は留学で得たことをもとに、教職課程の履修を続けながら日本の教育を改めて考え直し、どの

ような教育が今後の日本で求められていくのか、考えていきたいと思います。またコミュニケーショ

ンをベースにした教育の在り方についても、自身の留学経験をもとに考察し、将来は教育にかかわる

仕事に就きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年度 ローハンプトン大学（イギリス） 

H.Y.(心理学科 2019(R 元)年度留学) 

元々留学に対して華やかな印象を持っており、行く前も特別構えることなく、気づけば出発の日で

した。留学中は寮暮らしだったため、初めての一人暮らし、慣れない環境や英語での生活など日本を

発った後に不安が押し寄せてきました。 



心理学科は少し他の学科と違う授業制度であったこともあり、通年の授業の単位を半期でとりま

す。人の倍のエッセイを半期で書く上に書き方も違ったため、戸惑うことが多々ありました。毎日エ

ッセイに追われ、土日は出かけても頭の片隅にはエッセイが気がかりで、完全に楽しむことができま

せんでした。10 月は、エッセイを書くため図書館と部屋を行き来する毎日で一番辛い時期でした。1

つのエッセイを書くのに参考文献を 100 ページ近く読まなければならなかったため、書きあげるのに

時間がかかりました。授業での課題は少なかったですが、その分予復習に時間をとらないと授業につ

いていくのが大変でした。しかし、11 月に入ると半分のエッセイを書き終えることができ、週末の外

出も心から楽しむことができて、切り替えの重要さを実感しました。 

留学中は 1 日 5 時間以上勉強することが当たり前で、授業も課題も苦労しましたが、先生方がとに

かく優しく、どんな時でも献身的に支えてくださりとても心強かったです。 

 

2018 年～2019 年度 ローハンプトン大学（イギリス） 

N.N.(英語英文学科 2018(H30)年度留学) 

9 月からの学部授業前に、Pre-sessional English Course という大学院生向けの 5 週間の英語コース

に参加しました。学生は 3 グループに分けられ、月曜日から木曜日は授業、金曜日は先生との面接の

時間が設けられ、授業のことや英語学習において困っていることなどを相談できます。その後 9 月か

ら学部授業に参加し、イギリスの学生たちに混ざって授業を受けました。 

寮の部屋はバスルーム付きでしたが、キッチンは 10 人の学生たちと共有でした。寮の皆はとても良

い子たちで、留学生の私を気遣ってくれ、困ったことがあったらいつも助けてくれました。また、留

学中には友人たちとギリシャやローマ、スコットランド、北イングランド、パリ等様々な場所へ旅行

をしました。それぞれの国の文化、歴史、食、雰囲気に触れ、自分自身の価値観や見聞を広げること

ができました。 

この留学で得た１番のものは、様々な国の友人たちです。彼らとの交流で、日本とは違う文化や価

値観についての学びや理解を深めることができました。留学を通し、目標であった英語力の向上は、

確実に自分の理想に近づけたと思います。まだまだ理想のレベルには届いていませんが、ロンドンで

の生活を経験したことで、読み書きはもちろん、苦手であったスピーキングも、今では抵抗なく自信

をもって話すことができるようになりました。 

２０１７～２０１８年度 マギル大学（カナダ）  

Ａ．Ｔ（国際交流学科 2017～2018(H29～30)年度留学） 

私が留学したマギル大学は、授業がハードなことで有名な大学で、８ヶ月の留学期間中、私の頭の

中は毎日「勉強」の二文字で埋め尽くされていました。授業は毎回数十ページの難しい論文を読んで

から参加しなければいけないし、授業後は授業の録画（マイページで後日配信されます）を何度も見

返して授業を理解するので必死でした。そんな中、マギルの大学院生だったホストシスターが精神的

にサポートしてくれたり、友達が授業の解説（といっても英語ですが）をしてくれたり、とても救わ

れました。 

 



２０１７～２０１８年度 マギル大学（カナダ）  

Ｍ．Ｍ（国際交流学科 2017～2018(H29～30)年度留学） 

リーディングの課題に関しては教授や TA、周囲の友人に何度も相談しながら効率的な方法を模索し

たり、ディスカッションの授業では事前に自分の意見を英語でまとめることで、自信をもって発表で

きるようにしたり、わからないところは日本語の資料を電子書籍で購入して勉強したりと、精一杯で

きることを探しました。 

留学終盤になってくると、ディスカッションの授業でスピード感に圧倒されることなく、率先的に

発言することができるようになっていたり、エッセイの課題を心から楽しみながら行えていたり、グ

ループワークで学生同士の意見の対立を仲介できたりと、成⻑の実感を得られた時の達成感は本当に

快感でした。 

 

２０１７～２０１８年度 マギル大学（カナダ）  

Ｒ．Ｏ（国際交流学科 2017～2018(H29～30)年度留学） 

マギル大学は学生数が４万人程度と圧倒的に多く、私は留学前、留学生一人一人へのサポートが手

薄なのではないかと心配していました。しかし９月にオリエンテーションウィークのようなものがあ

り、新入生や留学生向けのインフォメーションセッションに参加することで大学設備など、学生生活

に必要な情報を手に入れることができただけではなく、留学生の友人も作ることができました。また

授業では、大学院生として授業をサポートしてくださるティーチングアシスタントの方に疑問点を聞

くなど相談に乗っていただける制度があり、留学生でも安心して大学生活を送ることができます。勉

強量の多さには苦労しましたが、クラスメイトやティーチングアシスタントの方に積極的に相談する

ことで、乗り越えることができたと感じています。また授業にはディスカッションやグループプレゼ

ンテーションを課すものも多く、ネイティブの学生に囲まれて英語を話すのは非常に緊張しました

が、スピーキング力や発言力を養うことができたと感じています。 


